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図書館の中で学生が生き生きとしている 

 

 
 
 
 
 

吉本 本日は教育担当の高石理事から， 

図書館について色々とお話をお伺い 

します。よろしくお願いします。 

まず初めに図書館に対する印象はい 

かがでしょうか。 

 
高石 私は５０年くらい前に徳島大学 

薬学部に入学したのですが，その頃

と今日拝見した図書館では全く印象

が違いました。 

特に今日見て印象に残ったのは，学 

生がたくさん集まって生き生きとし 

た顔で勉強をしていることです。本 

を調べたり，対話したりしている様 

子を見ると，昔では考えられない， 

本当に時代が変わったと感じました。 

 

吉本 私の頃も同じで，昔は図書館というのは静寂なものだと思っていましたが，ここ１０年くらいのうちに 

変わってきて，全国的にラーニングコモンズができ，学生支援に力を入れるようになりました。

 

 

 

吉本 利用者である教員や学生，卒業生，地域や一 

般の方が図書館に対して必要としているものにつ 

いてどのようにお考えでしょうか。 

 はじめに，学生が必要としているものについてお 

伺いします。 

    

高石 今の時代は，コンピュータをたたけば情報が 

即出てくる時代ですが，私はやはりじっくりと紙 

に書かれたことを読んで，何を意図して書かれて 

いるのか，その奥を知るということが，特に情報 

化時代には必要なことなのではないかと思います。  

私は新書が好きでよく買うのですが，図書館には 

新書などがいっぱいありますが，そういうものの 

中には時代の流れとか，将来のこととかが書き込 

まれているので，それを読み取る力をつけていた 

だき，本を読んで考えられる人になってほしいと 

思います。 

 

吉本 今の学生は中学・高校を通じてあまり本を読 

む習慣があまりないと思いますので，大学に入っ 

たら本を読んでほしいですね。徳島大学では 総合 

科学部や歯学部などで「読書レポート」を授業に 

組み込んで行って 

いますね。 

 

高石 「読書レポー 

ト」はよい企画で， 

全学でやっていた 

だきたいと考えて 

います。 

大学に入って専 

門知識はいっぱ 

い勉強しますが， 

大学というのは 

教養が本当に大 

事で，１＋１が２で正解で単位をもらって，とい 

うのではなく，大学時代には本を読んで，自分が 

世の中のどの位置にいて，市民としてどう生きて 

高石教育担当理事との対談 共に創る図書館 

情報化の時代だからこそ教養教育が必要とされている 



附属図書館長 吉本勝彦 

アクティブラーニング，  ＦＤ  に関して  

いくのかということを考える力を身に着けてほし 

いと思います。今のようにＩＴが進んだ時代だか 

らこそ，図書館の本来の役割は，学生に本をどう 

読ませるかということではないでしょうか。 

 

吉本 教員についてはど

うでしょうか。教員は電

子ジャーナル等が普及

してから，図書館に来ら

れることは，スタディサ

ポートをしているよう

な一部の先生を除くと，

ほとんどなくなりまし

た。 

 

高石 昔は私自身も，図書館の蔵本分館へこもり， 

冊子の Chemical Abstracts で調べていました 

が，今では，ＣＡＳで構造式などを入れると，新 

化合物かどうか瞬時に分かります。本当に便利な 

時代になりましたが，そうなると先生は図書館に 

来なくなりますね。先生にも専門以外の興味があ 

る教養の本などを読んでいただき，それを使える 

ようになっていただきたいと思います。図書館の 

方向性はそこにあるのではないでしょうか。 

 

吉本 図書館でも色々と考えていますが，教員を引

き付けるためにはどうしたらよいかというのは，

一つの課題です。 

 

高石 例えば随筆のようなものを先生に書いていた 

だいて図書館で冊子にすると，徳島大学にいる先 

生がこういうことを考えているんだということで， 

おもしろい気がします。 

 

吉本 卒業生や一般の方に対しては，我々も地域貢 

献をしないといけないと思っていますが，すぐに 

は思いつかなくて，先ずは，県立図書館や市立図 

書館等との連携等に取り組んでいます。その他， 

講演会などに来ていただいたりして，地域の方に 

愛される図書館になりたいと考えています。 

 

高石 地域の人にとっては，徳島大学は本をいっぱ 

い持っているけど，１階のように学生がいっぱい 

いる雰囲気のところには入りにくい，という印象 

を持っているのではないでしょうか。まずは入り 

やすい雰囲気をどう作るか，ということでしょう 

か。今は高大連携を言われていますので，高校生 

生くらいをターゲットにして，進められたらいい 

と思います。 

 

 

 

吉本 教養教育の充実に関してはかなり図書館と絡んでくる問題ですが，教養教育において図書館に期待す 

ることは何でしょうか。 

 

高石 今年から教養教育院ができましたので，徳島大学の教養教育の中身をどうするかというのが私の教育

担当としての役割です。徐々に学部と話し合いながら，どのように変えていくか考えていきます。答えは

まだ出ていませんが，その答えは，図書館が本来持っている本，古典文学や哲学，心理学，そういったも

のの中にある気がします。 

 

吉本 図書館では蔵本地区で実施している授業サポートナビを，常三島地区でも先生方にお願いしているの 

ですが，なかなか行き渡りません。特に教養教育科目においてレポートを書く際に，参考とすべき種々の 

参考書が科目ごとに 1 箇所に揃っていると，学生も取り組みやすいと思います。 

 

高石 「読書レポート」などの教養教育の授業の中で，学生に本を読んで考えてもらうことを進めていくべ 

きだと思いますが，これについては教養教育院で考えています。 

 

 

吉本 アクティブラーニングに関してはいかがでし

ょうか。実際にＳＩＨ道場などが動いていますが，

図書館を利用したものとかはいかがでしょうか。 

 

高石 アクティブラーニングについては，文科省（国

立大学では唯一）から予算をもらって取り組んで

います。徳島大学の今の状況というのは，みんな

教養教育の充実を  



今はチームワーク － 目的が一緒であれば出口は誰がやろうと関係ない － 

でアクティブラーニングとは何かということを勉

強しているところです。ＳＩＨ道場というのは最

初の入り口であって，本当のアクティブラーニン

グは，もう少し上級のレベルになって実 

質化されないと意味がないものです。そ 

ういう意味では，あくまで教育の手段で 

あって，目的ではありません。 

学生が自主的にどれだけ勉強するように 

なったか，ということが大切です。私は， 

徳島大学の教育文化を変える努力を更に 

進めます。 

 

吉本 教員のＦＤに関してはいかがでしょうか。 

図書館が直接関わることは少ないのですが，我々

は図書館機能をどう使って授業の改善がどうでき

るかということを提案したいと考えていますが。 

 

高石 今日図書館へ来て，私自身も，目から鱗で，

話には聞いていたが，実際に現場に

来て空気を吸わないと，図書館がや

っているということが伝わりにくい

ですね。 

       今日私に説明していただいたような

簡単なツアーを，ＦＤや毎年の新任

教職員研修会などで取り入れられる

のも一つの方法だと思いますし，や

はり現場を見て知ってもらうという

のが大切ですね。 

 

 

 

吉本 続いて，学生活動に関して図書館に期待する

ことはどのようにお考えでしょうか。例えば図書

館に関するものだと，ライブラリーワークショッ

プが公式サークルに認めていただいて活動がやり

やすくなったと思います。 

 

高石 学生が元気でなければ大学でないと思ってい

ます。私は，これまで文化系と体育系の２つのサ

ークル系があったのですが，第３のサークル系と

してサポート系を作りました。学生さん達が元気

にサポート系クラブで活動していることは嬉しい

ことです。話は少しそれますが，学生の意見をい  

かに取り入れて教育を変えるかということが，私

の第 3 期の目標にしています。 

私の反省しているところは，今までは学生に対し

てもいっぱいアンケートを実施しましたが，結果

が学生に伝わっているのかどうかということにつ

いては，疑問です。学生はアンケート疲れしてい

るようです。これからは，学生の意見をどのよう

にして取り入れるかという方法を検討して，アン

ケートの結果，どのように改善されたのかを学生

に伝える，ＰＤＣＡを回すシステムを作りたいと

考えています。 

 

 

 

吉本 他部局との連携の可能性についてお伺いします。図書館では，授業の紹介ビデオとか，１０分か１５ 

分くらいの反転授業用動画を授業サポートナビのウェブサイトで配信していますが，e ラーニングサポー 

ト室や総合教育センターＩＣＴ活用教育部門との連携等について考えています。 

 

高石 野地学長も言われているが，今はチームワークが必要だと思います。私自身は，学生に対していい結

果を与えるのであれば，組織は関係ないと考えます。ｅラーニングや反転授業に関しましてはＩＣＴ部門

と図書館が情報共有して，縦割りではなくチームで進めていただきたいと思います。 

 

吉本 常三島地区であればＩＣＴ活用教育部門とか e ラーニングサポート室とかありますが，蔵本分館でも 

 そういうサポートとしてどういう風に関わればよいか考えています。 

 

第 3 期は学生の意見をどんどん取り入れてＰＤＣＡを 



一番大事なのは「学生のためになるかならないか」  

高石 そういう垣根はないので，学生のためになるのであれば図書館であろうと学部であろうと結果オーラ 

イでやればいいと思います。蔵本地区は医療系が揃っていて，特に第３期は医療基盤教育のことがキーに 

なります。医療教育開発センターと図書館が話していただいて，方向性が同じであれば一緒に進めていた 

だいたらと思います。 

 

 

 

 

 

吉本 最後に図書館職員に望むことをお伺いします。 

 

高石 図書館職員に限らず，これからは職員と教員との垣根はないと思っていただいて，学生や大学のため

にこうした方がいい，ということはどんどん言ってほしいと思いますし，そういう時代が来ています。 

学長が言われている「チーム力」は，まさに教員だけではなく職員も含めてのチーム力です。今は情報の

時代なので，ネットで調べても分かりますが，図書館の会議などに参加し，徳島大学でも取り入れた方が

いいと思うことは積極的に提言していただきたいと思います。これは大学の生き残る道であり，強くお願

いしたいことです。 

教育担当になって考えるのは，「このことは学生のためになるかならないか」，最終目標が「学生のために

なっているか」ということです。ある程度は学生のためになると思ったら失敗を恐れず提案していただき，

まずやってみることです。そういう組織にならないと徳島大学はもちません。 

今の大学が置かれている状況は，第 1 期，第 2 期ときて，第 3 期は資金が無いと言われていますが，大学

はいい学生を育てる必要があります。そのために必要な資金は注ぎ込むべきです。国立大学の中でも何も

していないところはつぶれてなくなります。学内の組織でも同じで，活動しないと，守りに入ったところ

はいらなくなります。私は，野地学長と同じ思いで，チーム力で徳島大学を世界の top に位置する大学に

したいと思っています。 

 

吉本 ありがとうございました。ぜひ今後 

ともよろしくお願いします。 

 

高石 今日は現場を見せていただいて，図 

書館が大きく変わって，学生のためにな 

っていることがよく分かりました。本当 

に良い機会をありがとうございました。

 


